
　
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議
会
（
西

村
貞
一
代
表
幹
事
＝
一
般
社
団
法

人
大
阪
文
具
工
業
連
盟
理
事
長
、

黒
田
章
裕
代
表
幹
事
＝
大
阪
紙
製

品
工
業
会
会
長
、
舟
橋
正
剛
幹
事

＝
中
部
文
具
工
業
協
同
組
合
理
事

長
）
は
、
８
月
４
、
５
日
に
大
阪

の
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
開
催

予
定
だ
っ
た
17
回
目
の
文
紙
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
０
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
渦
に
よ
っ
て
政
府
や
行
政
団
体

よ
り
の
在
宅
勤
務
や
自
宅
待
機
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
が
で
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
会
場
の
リ

ア
ル
設
営
を
変
更
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
の
開
催
を
決
め
、
可
能
な
限
り

の
リ
ア
ル
会
場
開
催
と
同
様
の
催

し
を
提
供
し
、
文
具
業
界
や
文
具

フ
ァ
ン
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に

し
た
。
期
間
は
８
月
１
日
午
前
10

時
か
ら
同
31
日
午
後
６
時
ま
で
開

設
・
運
営
を
つ
づ
け
、地
域
の
「
大

阪
」
か
ら
世
界
に
繋
が
る
「
Ｗ
ｅ

ｂ
」
に
進
化
さ
せ
た
見
本
市
を
発

信
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
関
し
て
同
協
議
会

は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
５
月
27

日
に
大
阪
市
中
央
区
の
文
紙
会
館

で
記
者
会
見
し
て
発
表
し
、
西

村
、
黒
田
両
代
表
幹
事
、
舟
橋
幹

事
、
各
委
員
ら
が
出
席
し
て
会
見

し
た
。

　
ま
ず
、
西
村
代
表
幹
事
は
「
文

紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
は
夏
の
風
物
詩
と

し
て
開
催
し
て
き
た
が
、
会
合
を

自
粛
す
る
要
請
も
あ
っ
て
残
念
な

が
ら
今
回
は
中
止
と
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
、
多
く

の
来
場
者
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
こ
と
や
、
そ
の
成
果
が
17
年
７

８
０
０
人
、18
年
が
８
６
０
０
人
、

19
年
９
２
０
０
人
と
年
々
増
加
し

て
い
る
中
で
、
完
全
な
中
止
で
い

い
の
か
と
考
え
、
多
く
の
フ
ァ
ン

が
あ
る
中
で
、
委
員
会
で
議
論
し

た
結
果
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
２
０
３

０
年
ま
で
は
続
け
る
考
え
で
い
た

の
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

た
い
。
コ
ラ
ボ
し
て
い
る
各
団
体

か
ら
の
賛
同
を
得
、
協
力
し
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
通

り
の
商
売
を
続
け
る
こ
と
が
わ
れ

わ
れ
文
具
業
界
人
の
使
命
で
は
な

い
か
と
思
う
」
と
、
商
売
を
継
続

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し

た
。

　
引
き
続
き
梶
田
安
彦
実
行
委
員

長
は
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
開
催
し
よ

う
と
、
幹
事
会
で
概
要
を
決
め

た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
で
出
来
る
こ
と
は
、

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

い
る
し
、
そ
れ
な
り
の
評
価
を
得

ら
れ
れ
ば
明
年
以
降
は
、
現
実
の

見
て
、
触
っ
て
も
ら
え
る
見
本
市

と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
開
催
を
併
設
し
な

が
ら
多
く
の
お
客
に
提
供
し
て
い

け
る
。
協
賛
も
後
援
も
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
、
会
期
が
８
月
１
日

午
前
10
時
か
ら
31
日
18
時
に
閉
会

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
閲
覧

数
目
標
と
し
て
業
界
関
係
者
２
万

人
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
８
万
人
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
進
め
る
。
出
品

料
は
無
料
な
の
で
多
く
の
参
加
を

期
待
し
て
い
る
が
、
す
で
に
約
50

社
か
ら
参
加
の
意
向
を
得
て
い

る
。
最
終
的
に
は
１
０
０
社
前
後

の
参
加
を
見
込
み
、
来
年
に
繋
が

る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
プ
ロ
の

講
師
な
ど
で
の
講
演
会
を
開
催
し

て
き
た
が
、
今
回
は
画
像
や
動
画

を
駆
使
し
て
展
開
す
る
。
新
商
品

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
開

催
す
る
。
川
柳
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
実

施
す
る
。
新
聞
社
各
社
が
開
設
す

る
Ｗ
ｅ
ｂ
で
ア
ド
レ
ス
を
掲
載
し

て
ほ
し
い
」
と
、
10
万
人
の
閲
覧

を
目
標
と
伝
え
た
。

　
こ
の
後
、
西
村
信
一
運
営
副
実

行
委
員
長
や
水
谷
豊
企
画
副
実
行

委
員
長
ら
か
ら
、
後
記
の
よ
う
な

開
催
概
要
や
企
画
内
容
を
説
明

し
、
質
問
な
ど
に
答
え
た
。

　
最
後
に
黒
田
章
裕
代
表
幹
事
が

「
今
回
は
形
を
変
え
て
、
コ
ロ
ナ

の
時
代
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

か
っ
て
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
今
ま
で
の
常
識
が

こ
れ
か
ら
の
時
代
で
は
、
当
て
は

ま
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。こ
れ
ま
で
は
、当
た
り
前
だ
っ

た
こ
と
が
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
新
し
い
生
活
様
式
へ
と
変
わ

り
、
お
客
様
と
の
接
点
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

来
年
、
再
来
年
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開

催
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
な
文
紙
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
の
新
し
い
企
画

も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
」
と
新
し
い
開
催
方
針
に

期
待
を
寄
せ
た
。

　
出
展
内
容
は
、
出
展
企
業
の
新

製
品
紹
介
、
商
品
の
使
い
方
・
利

点
・
特
徴
の
説
明
、
在
宅
で
で
き

る
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
の
創
作
文
具

紹
介
、
体
験
動
画
を
中
心
に
、
出

品
各
社
の
紙
製
品
、
和
紙
、
紙
加

工
品
、
文
房
具
、
画
材
、
書
道
、

デ
ザ
イ
ン
用
品
、ス
ク
ー
ル
用
品
、

オ
フ
ィ
ス
用
品
、Ｏ
Ａ
サ
プ
ラ
イ
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
商
品
、
フ
ァ
ン
シ
ー

＆
ギ
フ
ト
用
品
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
投
票
に

よ
る
優
秀
作
品
を
選
ぶ
新
製
品
コ

ン
テ
ス
ト
（
画
像
・
動
画
・
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）、
奈
良
女
子
大

生
に
よ
る
文
具
考
（
動
画
配
信
）、

大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
コ

ラ
ボ（
動
画
、教
室
案
内
）、ス
テ
ー

シ
ョ
ナ
リ
ー
川
柳
の
募
集
と
発
表

（
最
終
日
）、
文
具
ソ
ム
リ
エ
・
石

津
大
氏
と
の
コ
ラ
ボ
（
文
具
王
が

勧
め
る
話
題
の
文
具
）、
文
具
営

業
家
・
寺
西
廣
記
氏
と
の
コ
ラ
ボ

（
文
具
営
業
家
が
考
え
る
文
具
）、

大
阪
市
消
防
局
と
の
コ
ラ
ボ
、
大

阪
市
立
図
書
館
と
の
コ
ラ
ボ
…
な

ど
で
構
成
、
そ
れ
ぞ
れ
多
彩
な
内

容
で
展
開
す
る
が
、
こ
の
う
ち
の

女
子
大
生
文
具
考
は
、
奈
良
女
子

大
文
学
部
文
具
ゼ
ミ
に
よ
る
研
究

中
間
報
告
・
リ
ア
ル
文
具
ラ
イ
フ

紹
介
・
文
具
批
評
な
ど
を
予
定
。

　
事
務
局
に
よ
る
と
、
６
月
９
日

現
在
、
出
品
申
し
込
み
は
90
社
を

超
え
、
最
終
的
に
は
１
０
０
社
を

超
え
る
、
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
日
本
筆
記
具
工
業
会
（
Ｊ
Ｗ
Ｉ

Ｍ
Ａ
＝
和
田
優
会
長
）
の
令
和
２

年
度
第
19
回
定
時
総
会
は
、
５
月

22
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
書
面
審
議
に
変
更
し

て
行
っ
た
。

　
和
田
会
長
は
「
昨
年
の
我
が
国

の
経
済
は
、
今
年
２
月
以
降
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
蔓

延
を
受
け
、
先
の
見
え
な
い
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。
当
会
は
、
昨
年
度
は
各
委
員

会
で
各
委
員
の
積
極
的
な
参
画
、

推
進
に
よ
っ
て
活
発
な
活
動
を

行
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
昨
年

度
は
今
ま
で
事
務
作
業
を
委
託
し

て
い
た
日
本
鉛
筆
工
業
協
同
組
合

が
解
散
し
、
鉛
筆
会
館
が
売
却
さ

れ
た
た
め
、
当
団
体
独
自
で
事
務

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
新
年
度
を
迎
え
、
当

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て

い
く
か
、
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
か
、
こ
の
大
き
な
難
局
に
向
け

て
、
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
人
命
尊
重
を

最
優
先
と
し
て
３
密
を
避
け
る
な

ど
の
活
動
と
と
も
に
、
関
係
官
庁

と
の
関
係
を
深
め
情
報
の
収
集
、

共
有
化
を
推
進
し
て
い
く
。ま
た
、

今
ま
で
と
同
様
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
を
意
識
し
た
各
国
の
規
制
対

応
、
製
品
規
格
・
安
全
性
基
準
の

作
成
参
画
、
悪
質
ク
レ
ー
マ
ー
対

応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
、
共
通
の

悩
み
を
持
つ
同
業
者
と
し
て
、
懇

親
を
深
め
る
場
の
提
供
や
研
修
会

も
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
役

に
立
つ
内
容
で
立
案
し
て
い
き
た

い
。
当
会
は
来
年
、
20
年
目
の
節

目
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
企
画
を

立
案
し
推
進
し
て
い
く
」
と
書
面

を
通
じ
て
挨
拶
。

　
議
案
と
し
て
①
２
０
１
９
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
②
２
０
２
０

年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算

案
。
同
会
の
新
体
制
と
事
務
所

引
っ
越
し
（
東
京
文
具
工
業
健
保

会
館
１
階
の
全
文
協
・
文
工
連
事

務
所
へ
の
同
居
を
予
定
）。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ａ
創
立
20
周

年
記
念
式
典
は
、
２
０
２
１
年
12

月
６
日
に
東
京
丸
の
内
の
東
京
會

舘
で
開
催
を
予
定
。
新
規
入
会
者

と
し
て
４
月
１
日
付
で
株
式
会
社

三
恵
鉛
筆
が
加
入
。

　
今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て
は
①

技
術
交
流
会
は
中
止
②
会
員
研
修

会
（
11
月
初
旬
予
定
）
③
懇
親
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
（
未
定
）
④
講
演
会
・

年
末
懇
親
会
（
12
月
初
旬
）。

　
東
京
文
紙
事
務
器
卸
協
同
組

合
（
齋
藤
元
誉
理
事
長
）
の
第
68

回
通
常
総
会
は
、
５
月
15
日
午
後

３
時
か
ら
東
京
都
台
東
区
の
東
京

文
具
共
和
会
館
５
階
Ｂ
室
で
開
催

し
た
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
３
密

（
密
集
、
密
閉
、
密
接
）
を
避
け

る
た
め
書
面
通
常
総
会
と
し
、
組

合
員
総
数
50
人
の
う
ち
、
書
面
議

決
書
37
人
、
委
任
状
出
席
４
人
で

開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
①
令
和
元
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件
②
同
財
産
目
録
・

貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
及
び

剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
③
令
和

２
年
度
事
業
計
画
決
定
の
件
④
同

収
支
予
算
並
び
に
賦
課
金
徴
収
方

法
決
定
の
件
⑤
同
借
入
金
残
高
並

び
に
１
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金

残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
⑥
同

貸
付
利
息
の
最
高
限
度
決
定
の
件

を
上
程
し
、
原
案
通
り
承
認
可
決

し
た
。
ま
た
、
⑦
理
事
及
び
監
事

選
挙
の
件
で
は
、
齋
藤
理
事
長
が

留
任
し
た
。

　【
新
役
員
の
顔
ぶ
れ
】

　
理
事
長
　
齋
藤
元
誉（
ラ
イ
フ
・

６
月
３
日
に
急
逝
）

　
副
理
事
長
　
中
村
隆
二
（
中
三

エ
ス
・
テ
ィ
）、
政
木
藤
二
郎
（
東

京
エ
コ
ー
ル
）、
原
田
晴
司
（
タ

キ
ネ
ッ
ト
）

　
専
務
理
事
　
斉
藤
仁
（
員
外
）

　
常
務
理
事
　
岩
崎
重
雄
（
岩

崎
）、
原
田
和
樹
（
東
京
ク
ラ
ウ

ン
）
新
任
、服
部
洋
一
（
山
田
屋
）、

洲
崎
勝
彦
（
永
和
）、
佐
藤
良
孝

（
玉
章
堂
）、松
﨑
隆（
コ
ク
ヨ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
）、
石
田
義
明
（
富

士
文
具
）、
及
川
克
之
（
三
菱
鉛

筆
東
京
販
売
）、
西
沢
徹
（
ラ
イ

オ
ン
事
務
器
）
新
任

　
理
事
　
栗
田
和
明
（
栗
田
紙

店
）、
中
太
淳
一
（
ヂ
ー
エ
ヌ
紙

製
品
）、
船
田
雅
弘
（
コ
ク
ヨ
北

関
東
販
売
）、
平
出
晴
久
（
ゴ
ー

ル
デ
ン
文
具
）、池
ヶ
谷
和
孝
（
静

岡
ク
ラ
ウ
ン
）、
池
田
博
志
（
妙

高
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
海
老

沼
優
文
（
エ
ビ
ヌ
マ
）、
岡
本
茂

雄
（
日
東
商
会
）
新
任
、
蔀
聡
志

（
エ
ム
デ
ィ
ー
エ
ス
）
新
任

　【
メ
イ
ブ
ン
発
】
名
古
屋
紙
製

品
工
業
協
同
組
合
（
棚
橋
泰
仁
理

事
長
）
は
、
５
月
に
開
催
し
て
い

た
通
常
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

組
合
員
に
よ
る
顔
を
合
わ
せ
て
の

総
会
を
自
粛
。
全
組
合
員
（
総
数

７
人
）
に
対
し
て
事
業
報
告
書
等

の
総
会
資
料
を
事
前
に
郵
送
し
、

書
面
に
て
議
案
に
対
し
て
の
賛
否

の
回
答
を
得
る
形
と
し
、
令
和
元

年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
同
２
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
等
の

議
事
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
可
決
。

　
棚
橋
理
事
長
は
「
コ
ロ
ナ
渦
の

中
、
総
会
の
通
常
開
催
が
出
来
ず

に
非
常
に
残
念
で
は
あ
る
が
、
前

期
も
ほ
ぼ
毎
月
の
定
例
会
を
大
過

な
く
開
催
で
き
、
実
の
あ
る
情
報

交
換
が
出
来
た
。
厳
し
い
環
境
下

で
は
あ
る
が
、
今
期
も
定
例
会
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
引
き
続
き
月
例
会
を
今
年
度

も
開
催
す
る
と
と
も
に
他
団
体
と

の
意
見
交
換
も
積
極
的
に
併
催
し

て
行
く
こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
全
会
社
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援

金
」
を
支
給
す
る
事
も
併
せ
て
決

定
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー

８月１日から１カ月

リアル同様の催しを発信

出展社は１００社超えと予想
来
年
は
20
年
の
節
目

ＪＷＩＭＡ

書
面
審
議
で
の
総
会
に

上
程
諸
議
案
を
可
決

東
京
卸
が
書
面
通
常
総
会

今
年
度
も
月

例
会
を
開
催

名
紙
工
協
が
書
面
総
会

コ
ロ
ナ
禍
、
マ
ス
ク
姿
で
記
者

会
見
す
る
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協

議
会
幹
事


